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先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

どの会社においても自分自身のことをたくさん聞かれました。自己分析や自分がやってきたことの振り返りをしておくことが

大事だと思います。なぜやったのか・選んだのか(理由)、そこから学んだことはなにかを深掘りしておくことも大切です。 

―就職支援の本質を考える― 

 

２０２４卒の就職市場は、求人倍率１．７１倍、本学求人件数３８４１５件（過去最高）と、売り手市

場が鮮明になりました。本学就職率も９８．０％で、昨年を１．０pt下回ったものの、高い実績を維持す

ることができました。就職先業界シェアは、小売り・卸、IT（情報通信）、サービス、金融、不動産の順

に高く、IT業界に至っては１８％と１０年前の２．５倍となっています。公務員も５０名で、前年の４７

名に続き、それまでと比べると倍増しています。 

 

売り手市場はありがたいことですが、熾烈な獲得競争が学生に及ぼす影響は良いことばかりではありま

せん。昨今の早期選考の機運も然りで、大して企業研究もしないまま受験し、あっさり内定がもらえ、安

易に承諾する学生も少なくありません。就職したその先に果たして幸せな人生が叶うかどうかに思いを馳

せると、いささか勘繰りたくなる就職が見えたりもします。 

そうならないための就職支援をどのように行ったら良いのか。ここに就職支援の本質を見抜く力が求め

られます。たとえば就職率は、すでに大学の重要な評価指標の一つになって久しいですが、各大学が就職

率を競うことは、就職支援の本質からは外れることだと思います。 

 

「キャリア支援センターは、学生が自ら自分に合った職業を見つけるよう動機付けをし、自分に合った

職業に就くための就職活動を全面的に支援することに、チーム全員が一丸となって取り組む組織であ

る。」 

１０年前に制定したキャリア支援センター憲章の一文です。実は制定した年の年度方針にも示しました

が、その後なぜか憲章そのものに触れることが無くなっていました。改めて読み直すと意味するところは

深いと思います。自分に合った職業を見つけることは、た易いことではないかもしれませんが、そのため

に自分を見つめ直し、その上で企業研究をし、その会社の人にも会い、仕事を理解し、ここだったら自分

を生かせそうだという思考の連続と行動は、きっと幸せな人生に繋がっていくと思います。 

 

第３期中期経営計画では、本学独自のマッチングサイト「me R AI」に、学生の主体性、自走性を促す

ためのモチベーションエンジンを搭載することを検討中です。現サイトの大きな特徴であるオファー機能

も、効果的なモチベーションエンジンの１つです。ただ、他にも有効なコンテンツはあるはずです。長期

有償インターンシップも計画の中に入れてあります。企業様との意見交換も始めました。 

 

Everything to live a happy life  ―すべては、幸せな人生を送るためにー 

 

引き続きご支援ご協力の程、よろしくお願い申し上げます 

                                  ２０２４年１０月吉日 

                キャリア支援センター長 川瀬 功 

   ■はじめに 
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先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

自己PRは3年の6月頃に作成し、夏から冬にかけてインターンシップに参加して色々な企業をみて、10月頃からspiの対策を

始めたことで余裕を持って就活を進めることができ、早期選考の案内もきました。  

   ■目次 
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先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

   ■近年の就職率の推移と就職先状況 

ガクチカ、自己PRは説明が多くなりすぎないように気を付けました。物事に対し「どう思ったか」よりも「どのように行動

したか」が最も求められると感じました。  

    ◆今年の就職率は全国平均に僅かに届かず 

 ２０２３年度の全国大学就職率は９８．１％、就職希望率は７４．８％と、就職率につ

いては調査を開始した１９９６年以降、過去最高の数値となりました。コロナ禍を脱し堅

調な日本経済の状況や、企業の人手不足感を背景にしばらく売り手市場が続く見込みで

す。 

 本学の就職率は２０２２年度から１％減の９８．０％と、全国平均を僅かに下回る結果

となりました。就職率を月別で見ると１月までは前年度を上回る状況で推移しておりまし

たが、２月以降やや伸び悩む結果となりました。率としては高い水準を維持していますの

で、引き続き学生と企業のマッチングに取り組んでまいります。 

 就職希望率についても９０．７％と昨年から続いて９０％を超える数字となりました。

全国平均と比較して約１５％上回る数字となっており、就職希望率が高い事は、実学を掲

げる本学の特徴でもあります。 

 就職活動の早期化、長期化やツールの多様化、売り手市場といった環境下で、学生と企

業双方から大学の就職支援は一定の期待を持たれています。そういった期待に応えられる

よう、これからも様々な取り組みを進めてまいります。 
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先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

   ■近年の就職率の推移と就職先状況 

80社を超える企業の説明会に参加しました。効率は悪いですが沢山の企業を見たことでやりたいことが見つかり満足して就

職活動を終えられました。大学の合同説明会で人事の方とお話するのもおすすめです。 

    ◆２０２３年度卒業生における就職先業界比率 

 全体の傾向としては専門商社、小売販売を中心とした業界へ、営業職、販売職として

就職する学生が依然として多く２３％を占めています。ただし、ここ数年は減少傾向が続

いており、かわりに情報通信業への就職者が増加している状況です。また、公務員就職に

ついても２０２０年頃から増加傾向が続いています。 

 特徴的な数字としては政策情報学部の公務員への就職割合が２４．５％、情報通信業へ

の就職割合が２８．４％、人間社会学部の医療・福祉業界への就職割合が７．１％、国際

教養学部の宿泊業への就職割合が９．４％、生活関連サービス業への就職割合が９．４％

となっており、各学部の特徴が出ている数字となりました。 

 今後も各学部の学びを活かし、学生が満足度の高い就職先に出会えるよう支援を行って

まいります。 
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先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

   ■ＵＩターン就職支援についての取組み 

早いうちに自己分析を終わらせて就職活動の軸を固めておくと楽に進められると思います。キャリア支援センターの就活相談

も、自分の活動を肯定してくれるため気持ちが楽になるので良いと感じました。  

     ◆２０２３年度卒業生におけるＵターン就職状況 

 

※就職率は各県の出身者数を分母とした率となります。 

 本学生の出身都道府県（出身高校より）は千葉県、東京都、茨城県、埼玉県が多くを占

めており、就職先は東京都に本社を置く企業が大半です。地方出身学生へのＵＩターン就

職支援については、各自治体が取組んでいる「ＵＩターン就職促進協定」を活用するな

ど、きめ細かい個別求人マッチングを実施しております。現在１３道県、２市(新潟県、福

島県、茨城県、栃木県、群馬県、長野県、岩手県、秋田県、北海道、青森県、山形県、宮崎県、新潟県小千

谷市、宮城県、札幌市)との間で協定を締結しています。 

 具体的な支援活動としては、各自治体が主催している地元企業の採用担当者から直接求

人を受け取れる情報交換会や地元企業見学会などへ本学職員が積極的に出席をしており、

即時学生に紹介していく体制を整えています。学内外での連携を深めていくことで、ＵＩ

ターン就職を希望している学生の支援充実を図っています。また学生向けにＵＩターン専

門チャネルを開設し、大学に寄せられた各県の情報を学生向けに発信しています。 

◆ＵＩターン就職協定締結実績について 

長野県：Ｕターン就職促進協定(平成27年2月23日) 

栃木県：ＵＩターン就職促進協定(平成27年9月2日) 

群馬県：ぐんまＵＩターン就職支援協力校制度「Ｇターン倶楽部」(平成27年9月12日) 

新潟県：ＵＩターン就職促進協定(平成27年12月16日) 

茨城県：大好きいばらきＵＩＪターン・定着応援“くらぶ”(平成28年1月25日) 

福島県：大学・福島県との「学生就職支援に関する協定」(平成28年2月2日) 

岩手県：岩手U・Iターンクラブ（平成30年6月16日） 

秋田県：秋田県と千葉商科大学との就職支援に関する協定書（平成31年2月8日） 

北海道：北海道と千葉商科大学との学生ＵＩＪターン就職促進に関する協定書（令和元年9月3日） 

青森県：青森県と千葉商科大学との学生ＵＩＪターン就職促進に関する協定書（令和元年9月9日） 

山形県：学生ＵＩターン就職促進に関する協定書（令和2年2月18日） 

宮崎県：宮崎県と千葉商科大学とのＵＩＪターン就職支援に関する協定書（令和3年10月25日） 

新潟県小千谷市：千葉商科大学と小千谷市との就労連携に関する協定書（令和3年11月29日） 

宮城県：宮城県と千葉商科大学との就職支援に関する協定書（令和5年9月1日） 

札幌市：札幌市と千葉商科大学との学生UIJターン就職促進に関する協定書（令和6年8月23日） 
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先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

   ■公務員就職支援についての取組み 

     ◆２０２３年度卒業生における公務員就職状況 

 本学は例年警察官への就職が多い状況でしたが、昨年から市役所への就職者が増加しており、

今年もその傾向が続いています。東京都の特別区をはじめとした関東エリアはもちろん、Uター

ン就職による各都道府県の市役所への就職も増加しています。 

 近年の公務員試験では、一部の自治体において専門の学科試験を実施しないなど、面接やグ

ループディスカッションを重視していく傾向にあることから、各自治体の試験内容を確認するこ

とが、公務員を志望する上で重要になっています。 

 キャリア支援センターでは公務員を目指している学生への面接指導にも力を入れています。ま

た政策情報学部においては学部独自の支援を充実させており、連携することでより良い公務員試

験対策を実現しています。 

パーソナルな質問が多いため自己分析を徹底した上で臨む必要があると思います。入社後の配属先や歴史についても質問が

あったので企業研究と他社との比較分析をしっかりと対策することが大事だと思います。  

※2021年4月 学内にて柏・船橋東警察署による「採用説明会＆相談会」 ※2020年7月 キャリア支援センター内にて柏警察署による「相談会」 

     ◆学部別公務員就職者数 
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先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

   ■学校求人件数の推移 

企業に逆質問を行う機会があるかと思います。その中で質の高い質問をして志望度が伝わるようにIR情報をみて質問集を作っ

ておくなどするとスムーズに出来ると思います。  

 ２０２３年度の学校求人の件数は昨年から大幅に増加し４万件に近い件数となりまし

た。企業の高い採用意欲、そして選考の母集団形成に苦労されている様子が伺えます。 

 月別の傾向として全体の求人件数が昨年の約１．３倍になったこともあり、各月で昨年

を大きく上回る数値となっています。特に８月の求人件数が多く、各企業が夏以降も採用

活動を継続している影響と考えています。 

 また、本学では求人票の受付け及び公開についてＷｅｂサービスを中心に実施してお

り、学生はインターネット環境があれば大学に届いた求人を閲覧することが可能です。 

 本学に求人票を送付いただいている企業の業種としては卸売業・小売業、情報通信業、

サービス業の割合が高い状況です。 
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先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

   ■ＣＵＣアライアンス企業との連携 

     ◆ＣＵＣアライアンス企業は順調に拡大中 

 千葉商科大学では「企業と大学が連携して、社会に貢献できる人材を送り出す」という

趣旨にご賛同頂き、本学学生の採用や育成に積極的な企業をＣＵＣアライアンス企業とし

ています。 

 ２００８年にＣＵＣアライアンス企業発足記念フォーラムを開催し、ＣＵＣアライアン

ス企業ネットワークが誕生しました。以降、インターンシップや各種キャリアイベントに

ご協力いただくことで、学生の気づきの機会となり、その後の学生生活や就職活動に大き

な効果をもたらしています。  

 設立初年度に約１３０社で開始した企業ネットワークは、２０２４年４月には１０３７

社となり、ついに１０００社を超え順調にその広がりをみせています。 

 今後は、事業の市場優位性や経営状態、働きやすさ、ＳＤＧｓへの取組みなどの視点か

ら優良企業を開拓していく予定です。 

※ＣＵＣアライアンス企業就職率＝（ＣＵＣアライアンス企業への就職者）/（企業への就職者） 

※各年４月１日時点 

最終面接は緊張したが、堅苦しい面接というよりかは雑談に近い感じでした。どれだけ良いことを言うのかよりは、人柄を重

視する会社が多いと思うので、ニコニコしておくといいと思います。  
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先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

 面接不安だな、上手く喋れる気がしないと思う貴方。｢これに関しては他の就活生より本気で取り組んだ｣と思える事を作ろ

う。本気で取り組んだ事なら面接官からの質問にスラスラ回答できます。  

   ■【新たな企業との連携体制】ＣＵＣミライアンス企業 

    ◆この先１００年続くリーディングカンパニー 

 ２００８年に設立したＣＵＣアライアンス企業ネットワーク（１０Ｐ参照）をさらに発

展させ、新時代を牽引する企業様と本学が新しい連携へとステップアップを図るため、 

新たにＣＵＣミライアンス企業ネットワークを立ち上げました。「ＣＵＣミライアンス企

業」とは、本学が考える、この先１００年のリーディングカンパニーとしての可能性のあ

る企業のことです。それは「事業優位性」「働きやすさ」「ＳＤＧｓへの取り組み」を持

つ企業であると考え、その３要素に各８項目(計２４項目)の要件を設定し、一定以上満た

した企業を「ミライアンス企業」としました。  

 「ＣＵＣミライアンス」はＣＵＣアライアンスの新機軸として位置づけられ、 これま

でのマッチング戦略をさらに推進するべく、 学内セミナーや講義等を通して、採用およ

びキャリア教育に特化した実践的な取り組みを行うことを目的としています。 

   ＣＵＣミライアンス企業一覧は右記ＱＲコードから 

※2023年1月 「ＣＵＣミライアンス企業セミナー」 ※2023年11月29日 「第１回ＣＵＣミライアンス企業シンポジウム」 
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先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

   ■学内就職関連イベントの実施状況 

     ◆２０２３年度学内合同企業説明会の実施状況 

 

適職発見セミナー及び学内合同会社説明会実施状況 

志望動機やこの業界を選んだ理由は絶対聞かれるので、具体的で明確な考えを持っておくべきです。私は、人より遅いスター

トでしたが早く終わることが出来たので焦る必要はありません。 

 例年、企業の採用広報活動の開始時期前後(２月)に、１００社超の企業を集めて開催

する適職発見セミナーをはじめとして、学生と企業とのマッチングの機会創出を目的と

した、本学主催の合同企業説明会を学内で実施しています。 

 近年では低学年向けに実施するインターシップやオンラインを利用した企業説明会が

増加するなど、就職活動の早期化や多様化が進んでおり、２０１５年以降参加学生は減

少傾向にあります。本学独自の企業採用活動状況調査（２０２３年４月度、２０２４年

４月度調査）では、約３割の企業が２０２４年卒および２０２５年卒の採用活動を早期

化させている回答結果となりました。学生の就職活動開始時期については、２０２４年

卒は卒業年次前年（３年次）９月以前５６．９％となり、２０１７年卒の１０．８％と

比較すると大幅に早期化していることがうかがえます。（出展：『就職白書2024』株式

会社リクルート就職みらい研究所） 

 就職活動が早期化・多様化する中で、本学では学内合同企業説明会において企業側が

学生へ声をかけて企業ブースへ呼び込む仕組みとなる逆オファー制度を２０１７年度か

ら導入、２０１９年度から新たに「ｍｅ Ｒ ＡＩ」というＷｅｂサービスを立ち上げま

した。これは、企業と学生双方がさらにオファー制度を利用しやすくするサービスで、

定期的にオファー期間を設け、学生と企業の交流の活性化をはかっています。２０２４

年３月に開催した２０２５年卒向けのオファー期間では、７６社の企業から３５００件

を超えるオファーが学生に送られました。約８割の学生が「ｍｅ Ｒ ＡＩ」を利用して

おり、実際にオファーがきっかけで内定に結びついた事例も多くあります。 

 また、個別の求人紹介型マッチングイベントを例年より３か月早め１０月から開催、

体育会系学生向けイベント等セグメント分け・テーマ設定をした小規模イベントの開

催、逆オファー企画を学生プロジェクト団体活動とコラボレーションして実施する等、

新たな就職支援施策を実行しています。 

 今後は「ｍｅ Ｒ ＡＩ」を始めとしたオンラインツールの効果的利用、対面・オンラ

インを組み合わせたハイブリッド型の就職活動への対応をさらに強く推進し、学生と企

業のマッチング強化や学生のスキルアップを図っていきます。 



 

１３       

先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

   ■学内就職関連イベントの実施状況 

     ◆２０２３年度３年生向け「就勝！実践講座」の実施状況 

 例年、３年生になるとほとんどの学生が参加する「就勝！実践講座」。この講座では、

就職活動の事前準備が計画的に進められるように、各時期に実施しておくべき準備につい

て数回に分けて解説しています。なるべく多くの学生が参加できるように、どの回も複数

日実施しています。 

 講座の内容は、普段多くの学生と接しているキャリア支援センターの職員と大手ナビサ

イトが協力して作成しています。学生の就職活動に対する疑問や不安の解消、モチベー

ションの維持・向上を重視しており、動画を使用した解説やゲストスピーカーとして内定

者や企業の方を招くなどの工夫をしています。もちろん、最新の就職活動に関する情報も

発信しています。 

 ２０２３年度は、全ての講座を対面で開催することができました。また、学生の就職活

動準備の進捗状況に応じて小規模の講座を複数用意したことで、結果的に全体向けに実施

する「就勝！実践講座」の回数が減少することになりました。３年生への就活イベントは

特に学生の就活モチベーションに影響すると考えていますので、学生が良い就活のスター

トを切れるようモチベーションの向上を目的に支援していきます。 

※2020年度は参加者数のカウントができる実施形態が1回のみだったため、参加人数が少なくなっています。 

就勝！実践講座参加学生推移 

３年生向け講座のスケジュールと内容 

営業志望であれば特に面接中の態度、表情に気をつけてください。緊張して上手く話せなくても笑顔で目を合わせてハキハキ

話すこと。準備していないことも沢山聞かれるのである意味気楽に挑む方が良いと思いました。 



 

１４       

先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

   ■インターンシップ・オープンカンパニーについての取組み 

3年の早い時期から就職活動を始め、ゼミの先生やキャリア支援センターの就職相談を何度も利用して自信をつけることをお

すすめします。就職活動のノートを作り、面接後に毎回質問内容と回答をまとめて振り返っていました。  

    ◆２０２３年度インターンシップの参加率は大幅増 

 また、大学と企業・自治体などが協定を結び実施するオープンインターンシップについ

ては、主に市役所などの公務・官公庁と銀行などの金融機関で実施しており、毎年約４０

名の学生が参加しています。２０２３年度はコロナ禍の影響は完全に消え、過去最多の参

加学生数となりました。商大生が参加しやすいインターンシップの枠となりますので、今

後も各自治体、企業と協力してオープンインターンシップの取組みを広げていく予定で

す。 

 近年の就職活動では、インターンシップ・オープンカンパニーに参加することは、当た

り前になってきました。インターンシップ・オープンカンパニーとは、各企業が学生向け

に就業体験や会社見学・セミナーなどを実施するイベントです。対象学年も就職活動本番

を控えた３年生だけではなく、低学年から参加できるものも多く実施されています。今後

もますます実施企業が増えることが予想されます。 

 インターンシップに参加する目的は、就業体験を通じて、自分はどのような仕事に就き

たいのか、働く上で大切にしたい企業選びの軸や基準を見つけてもらうことであると考え

ます。多くの企業、自治体が様々な目的でインターンシップを開催しており、今後もイン

ターンシップの重要性はますます増加していくと見込まれます。 

 ２０２３年度に卒業した学生のうち、７６．１％の学生がインターンシップに参加しま

した。インターンシップの重要性が増していく中で、３年生はもちろん、今後は１、２年

生についてもインターンシップに参加しやすい環境を用意していきます。 



 

１５       

先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

   ■インターンシップ・オープンカンパニーについての取組み 

    ◆２０２３年度インターンシップ関連イベントの実施状況 

部活動に所属している人は、スポナビやアスプラなどを利用し、体育会の学生を積極的に取り入れようとしている企業に重点

をおくとやりやすいです。また、ESや一次免除等の特典もついている場合があります。  

  ◆インターンシップ関連イベントの実施 

 本学では、学生がインターンシップに参加するための支援として、インターンシップ

実施企業による合同企業説明会(インターンシップ・フェスティバル)や選考のあるイン

ターシップに参加するためのＥＳ対策講座、夏休み講座など、様々なイベントを企画し

ています。 

 インターンシップ・フェスティバルは現在春と秋に年２回開催しており、２０２４年

度の春は就職活動の早期化を踏まえて開催時期を５月に前倒しし、延べ１６６５名の学

生が参加する大きなイベントとなりました。企業、学生双方のインターンシップに対す

る熱意が上がってきていることもあり、非常に充実した内容となっています。今後は低

学年への支援を通じて１、２年生の参加を増やしていきたいと考えています。 



 

１６       

先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

   ■就活相談の実施状況 

 キャリア支援センターでは５名のキャリアアドバイザーが常駐し、一日約５０枠（１枠：３０

分）の相談枠を設けて学生の相談に応じています。 

 例年、２月～７月は相談数が多く、相談の予約が取り難い状況が続いています。対面相談のほ

かに電話、Ｔｅａｍｓでの相談も行っており、長期休暇中や学生が帰省した場合でも相談に応じ

ることができる体制を整えています。 

 就活相談の卒業生利用率は６６.４％と昨年とほぼ同程度の数字となりました。売り手市場と

いうこともあり平均利用回数も昨年と同水準でしたが、引き続き多くの卒業生が就活相談を利

用し、内定を獲得しています。 

 就活相談では就職活動の進め方から自己分析の方

法、求人紹介、採用試験対策、模擬面接、内定後の

フォローなどあらゆる内容で学生の就職活動をサポー

トしています。２０２３年度は内定相談が昨年に続き

増加しており、内定取得後に悩みを持つ学生が増加し

ていることが伺えます。今後は学生と企業のマッチン

グ精度を高めるため、オンライン環境、ツールを活用

することで今まで以上に学生に利用しやすい環境を整

えていきます。 

就活相談利用学生数 

卒業生における就活相談利用率推移 

就活相談 相談内容（全学年） 

顔、姿勢、声量を意識することで、必ず良い第一印象を持たれます。誰でもできることですが、とても重要なことなので日頃

から意識して身体に癖づけると良いと思います。調べたり、考えたり、練習した分だけ自信に繋がります。  



 

１７       

先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

不合格になるたびに自分自身が否定されているような心の痛みを感じ、ピークの時期は毎日腹痛に襲われましたが、「私を落

とすなんてあの企業は見る目無いな！」くらいのマインドで続けていれば結果は実ると思います。 

   ■キャリア支援センターイベントポスター集 

 学生の状況や就職・採用活動状況などを踏まえたイベントを年間５０件ほど企画・開

催しています。それらの告知方法の一つとして、工夫を凝らしたポスター作りに拘って

います。全学年対象のイベントでは特に「視覚に訴えるインパクト」を重視し、３年生

対象イベントは参加の必要性を伝える「具体的なイベント内容」、４年生対象イベント

はスケジュール管理しやすいよう「一目でわかる日程」を重視して作成しています。 



１８

先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

自己分析は早めにやっておくことをお勧めします。特にモチベーショングラフ作成がおススメで、自分のこだわりや得意不得

意、心地よい環境などを可視化できます。納得する回答を得るまで時間を要するのですぐにやることをお勧めします。  

■２０２３年度就活スケジュールと本学就職支援



１９

先輩からのワンポイントアドバイス（就職活動報告書より抜粋） 

面接練習を何回もやっておくことで、自信につながります。キャリア支援センターの就活相談、周りの友達や家族に練習をお

願いしてみてください。また、私はマイナビの模擬面接、動画サイトの模擬面接動画も活用しました。  




